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東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年

が
経
過
す
る
が
、
そ
の
爪
痕

は
ま
だ
ま
だ
深
い
。
市
民
に

と
っ
て
今
後
の
震
災
へ
の
備

え
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

震
災
対
策
な
ど
の
各
地
方

自
治
体
予
算
を
確
保
す
る
た

め
に
、
各
地
方
自
治
体
に
も

7.8
％
の
給
与
減
額
を
国
は
求

め
た
。

佐
倉
市
は
給
与
減
額
に
対

し
、
国
に
は
「
検
討
す
る
」

と
回
答
し
な
が
ら
、
検
討
も

せ
ず
（
左
下
の
文
書
参
照
）
、

減
額
を
行
わ
な
か
っ
た
。
国

に
虚
偽
の
報
告
を
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
市
民
に
と
っ
て

は
残
念
で
あ
る
。
震
災
の
復

興
対
策
と
し
て
、
国
家
公
務

員
は
7.8
％
の
給
与
削
減
を
行
っ

た
。
全
国
的
に
は
、
73
％
の

自
治
体
も
削
減
し
た
が
、
佐

倉
市
は
検
討
も
せ
ず
減
額
を

行
な
わ
な
か
っ
た
。
ま
た
、

市
長
は
自
分
の
会
社
で
「
墓

地
の
不
足
は
必
至
」
と
言
い
、

議
会
で
は
「
墓
地
は
足
り
て

い
る
」
と
矛
盾
し
た
こ
と
を

市
民
に
言
っ
て
い
る
。

佐
倉
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

は
特
別
職
も
含
め
た
職
員
給

与
を
毎
回
問
題
に
し
て
い
る
。

職
員
給
与
が
い
ま
だ
に
国
レ

ベ
ル
よ
り
年
額
３
億
円
も
多

く
支
払
わ
れ
て
お
り
、
給
与

は
不
適
正
と
言
え
る
。

教
育
（
職
員
配
置
、
通
学

路
整
備
等
）
、
福
祉
（
在
宅

介
護
看
護
対
策
、
格
差
是
正

対
策
等
）
等
へ
の
予
算
配
分

が
必
要
で
あ
る
。

市
職
員
の
採
用
試
験
の
面

接
採
点
記
録
は
保
存
さ
れ
て

お
ら
ず
、
廃
棄
さ
れ
て
い
る
。

各
採
点
者
の
採
点
記
録
は
廃

棄
さ
れ
て
い
る
の
で
、
実
際

の
合
計
点
数
が
正
し
い
こ
と

を
証
明
す
る
資
料
は
無
い
。

情
報
を
開
示
し
て
事
務
の
正

し
さ
を
示
す
対
応
が
出
来
て

い
な
い
。
ま
た
、
採
用
試
験

の
事
務
局
（
総
務
部
）
か
ら
、

採
点
者
が
選
出
さ
れ
て
採
点

し
て
い
る
。
事
務
の
公
正
確

保
の
た
め
に
は
問
題
で
あ
る

（
裏
面
記
事
参
照
）
。

◆
職
員
給
与

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取

新
年
度
単
価
が
決
ま
り
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
政
策
で
は
、
原
子
力
発
電
が
ベ
ー
ス
ロ
ー

ド
（
基
幹
発
電
）
と
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
原
発
の
発
電
単
価
は
事
故
、
廃
棄

物
保
管
か
ら
割
高
に
な
り
ま
す
。
安
価
な
ソ
ー

ラ
ー
発
電
を
自
分
で
作
り
ま
し
ょ
う
。

電
力
（
ｋ
Ｗ
ｈ
）
の
買
取
価
格
は
12
年
度
か

ら
税
別
で
、
40
円
、
36
円
、
32
円
（
10
kw
未

満
は
税
込
37
円
）
と
毎
年
下
が
っ
て
き
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
固
定
価
格
制
度
を
利
用
せ

ず
に
電
力
会
社
に
販
売
す
る
と
、
10
円
未
満

（
９
円
98
銭
）
と
な
り
、
ま
だ
ま
だ
固
定
価

格
は
高
値
で
す
。
既
存
発
電
所
（
石
炭
、
ガ

ス
）
の
発
電
電
力
単
価
は
現
在
約
10
円
で
、

家
庭
で
の
消
費
単
価
は
基
本
料
込
み
で
30
円

程
度
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
20
円
は
電
力
会
社

の
発
電
以
外
の
費
用
で
す
。
自
宅
の
ソ
ー
ラ
ー

発
電
単
価
が
30
円
に
な
れ

ば
、
電
力
会
社
か
ら
の
購

入
単
価
と
同
一
（
グ
リ
ッ

ド
・
パ
リ
テ
ィ
）
に
な
り

ま
す
。

ソ
ー
ラ
ー
発
電
に
は
個

人
で
の
取
組
み
（
自
分
で
組
み
立
て
る
）
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
個
人
で
、
ソ
ー
ラ
ー
発

電
を
作
り
た
い
と
お
考
え
の
方
は
、
下
欄
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
一
緒
に
勉
強
し
、
少
し

で
も
自
力
で
発
電
し
、
原
発
が
不
要
な
社
会

を
作
り
ま
し
ょ
う
。
小
型
風
力
発
電
も
身
近

に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
電
力
会
社
の
送
配
電
網
の
整
備
を

理
由
に
、
ソ
ー
ラ
ー
発
電
買
取
開
始
時
期
が

遅
れ
て
い
ま
す
。
送
配
電
網
の
効
率
的
な
運

用
の
た
め
に
電
力
会
社
は
整
備
内
容
の
情
報

公
開
を
す
べ
き
で
す
。

◆
ソ
ー
ラ
ー
発
電
を

自
分
で
作
ろ
う

◆
最
近
の
反
原
発
集
会

に
は
、
大
勢
の
人
が
参
加

し
、
日
比
谷
公
園
、
首
相

官
邸
前
、
国
会
議
事
堂
周

辺
な
ど
で
行
わ
れ
る
。

私
達
も
３
月
９
日
の
集

会
に
、
「
佐
倉
市
民
オ
ン

ブ
ズ
マ
ン
」
の
ノ
ボ
リ
を

掲
げ
て
参
加
し
た
。
そ
の

ノ
ボ
リ
を
見
た
何
人
も
の

方
か
ら
、
「
佐
倉
か
ら
来

た
の
で
す
か
？
」
と
話
し

か
け
ら
れ
思
わ
ぬ
交
流
が

出
来
た
。
以
前
に

佐
倉
に
住
ん
で
い

た
方
、
野
球
の
長

嶋
氏
の
出
身
地
と
し
て
知

る
方
、
知
人
が
佐
倉
に
住

む
方
、
千
葉
県
内
の
方
な

ど
佐
倉
に
ゆ
か
り
の
あ
る

方
々
か
ら
声
を
か
け

ら
れ
た
。

国
の
原
子
力
基
本

計
画
で
は
、
明
瞭
な

原
発
回
帰
が
う
た
わ

れ
、
原
発
の
輸
出
も

進
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
安
全
な
国

土
を
守
る
た
め
に
原

発
を
無
く
し
た
い
。

こ
れ
ま
で
、
官
官
接
待
の
追
及
、

税
金
の
無
駄
遣
い
防
止
、
職
員
給

与
の
是
正
、
入
札
改
革
、
新
庁
舎

建
設
反
対
、
環
境
問
題
、
原
発
問

題
、
官
民
格
差
是
正
な
ど
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
変
わ

ら
ず
に
次
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

１
．
人
権
保
護

①
市
民
の
権
利
を
確
立
し
、
市
民

主
権
を
実
現
し
、
住
民
自
治
を
進

め
人
権
を
守
る
。

②
自
由
、
平
等
、
平
和
を
目
指
す
。

③
市
民
の
幸
福
、
安
心
を
優
先
し
、

経
済
成
長
を
最

優
先
と
は
し
な

い
。

④
住
民
か
ら
の

相
談
に
積
極
的

に
応
じ
る
。

２
．
情
報
公
開
他

①
情
報
公
開
を
進
め
、
税
金
を
市
民
の

生
活
向
上
の
た
め
に
使
い
無
駄
遣
い
を

無
く
す
。

②
市
の
基
金
、
市
社
協
、
商
工
会
議
所

等
の
情
報
も
公
開
す
る
。

③
議
会
の
情
報
公
開
も
進
め
、
議
会
に

調
査
委
員
会
を
常
設
す
る
。

３
．
格
差
是
正

①
官
民
格
差
、
経
済
的
格
差
、
男
女
の

格
差
等
を
無
く
し
て
ゆ
く
。

②
公
務
員
ポ
ス
ト
は
都
度
公
募
と
す
る
。

４
．
エ
ネ
ル
ギ
ー

①
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
進

め
、
脱
原
子
力
発
電
を
実
現
し
、
環
境

を
保
護
す
る
。

５
．
地
方
分
権

①
市
民
参
加
条
例
制
定
の
検
討
を
す
る
。

②
地
方
政
治
も
比
例
代
表
制
選
挙
を
目

指
し
、
政
治
へ
の
参
加
者
を
増
や
す
。

③
勤
労
者
も
立
候
補
で
き
る
よ
う
に
、

議
会
は
夜
間
、
土
日
に
開
催
す
る
（
平

日
の
日
中
は
開
催
し
な
い
）
。
そ
し
て
、

地
方
議
員
の
姿
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
化
等
）

に
関
し
前
向
き
に
検
討
し
て
ゆ
く
。

◆
反
原
発
集
会
へ
の
参
加

佐
倉
市
政
の
問
題
点

佐
倉
市
政
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
い
。
市
は
誠
実
に
市
政
に

取
組
み
、
市
民
の
生
活
向
上
に
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。

◆
職
員
採
用

試
験
結
果

◆
大
震
災
へ
の
備
え

オンブズマンとは

「行政苦情の解決や行政

の適正運用、人権保護のた
めに行動する人」です。
各種の御相談は下記連絡

先にどうぞ。一緒に活動でき

る方もご連絡ください。 国会議事堂前で

給与を検討しなかった結果を示す文書（抜粋）

佐倉市民オンブズマンの取組方針
代表 藤崎良次



議 会 　 賛 否 一 覧 表
賛 成 ○ 　 賛 成 少 数 △ 　 反 対 × 　 棄 権 －

主 な 議 案

Ｈ２６年度佐倉市一般会計予算

陳情31　議会開催時の交通費支給の廃止

陳情32　議員期末手当の廃止または削減

「特定秘密保護法」廃止の意見書

集団的自衛権を容認する解釈改憲を
行わないことを求める意見書

全
体

佐
倉
市
民

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

さ
く
ら
会

公
明
党

み
ん
な
の
党

①
民
主
党

市
民
ネ
ッ

ト

②
共
産
党

③
新
社
会
党

④
松
原

○ × ○ ○ ○ ○ × × × ○

× ○ × × × × ― ○ ○ ○

× ○ × × × × ― × × ○

× ○ × × × ○ ○ ○ ○ ×

× ○ × × × × ○ ○ ○ ×
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議
会
の
議
案
か
ら

①
平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算

一
般
会
計
約
473
億
円
（
Ｈ
25

年
度
当
初
予
算
比
約
50
億
円
増
）
、

６
特
別
会
計
合
計
約
314
億
円
（
下

水
道
事
業
特
別
会
計
を
除
く
前
年

度
比
23
億
円
増
）
、
合
計
約
787

億
円
（
前
年
度
比
約
10
％
増
）
と

な
る
。
歳
出
中
で
構
成
比
の
高
い

も
の
は
民
生
費
約
３
７
％
（
約
177

億
円
・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、

介
護
保
険
特
別
会
計
等
へ
の
繰
出

経
費
、
生
活
保
護
費
等
給
付
事
業
、

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
負

担
金
、
保
育
園
入
園
委
託
料
等

）
、

教
育
費
約
17
％
（
約
82
億
円
・

小
中
学
校
の
耐
震
化
費
用
、
志
津

公
民
館
整
備
、
佐
倉
小
給
食
室

改
修
等
）
、
総
務
費
約
17
％

（
約
60
億
円
・
本
庁
舎
耐
震
補

強
工
事
、
志
津
駅
南
口
自
転
車

駐
車
場
耐
震
工
事
等
）
。

議
会
本
会
議
で
の
採
決
で
は

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。
し

か
し
無
駄
な
公
共
工
事
と
さ
れ

て
い
る
八
ッ
場
ダ
ム
へ
の
出
資
、

自
衛
隊
で
の
職
員
研
修
、
通
勤
、

地
域
手
当
、
そ
の
他
の
給
与
で

約
3
億
円
が
国
基
準
よ
り
高
く

支
払
わ
れ
て
い
る
の
で
佐
倉
市

民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
反
対
し
た
。

今
後
、
市
民
の
利
益
の
た
め
の

予
算
執
行
が
さ
れ
る
か
し
っ
か

り
と
見
て
い
く
。

②
「
損
害
賠
償
額
の

決
定
及
び
和
解
」

こ
れ
は
平
成
25
年
5
月

に
発
生
し
た
市
の
住
民
健

診
に
関
す
る
個
人
情
報
が

外
部
に
流
出
し
た
事
件
。

検
診
業
務
を
受
託
し
た
一

般
社
団
法
人
日
本
健
康
倶

楽
部
が
そ
の
責
任
を
認
め
、

再
発
防
止
を
約
す
る
と
と

も
に
佐
倉
市
に
対
し
て
損

害
賠
償
金
770
万
円
を
支
払

う
と
し
た
和
解
を
締
結
す

る
も
の
。
損
害
賠
償
は
良

し
と
し
て
も
事
件
そ
の
も
の
は
解

決
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

引
き
続
き
日
本
健
康
倶
楽
部
に
検

診
を
委
託
す
る
の
は
問
題
が
あ
る
。

③
陳
情
「
議
会
開
催
時
等
の

交

通

費

支

給

の

廃

止

」

「
議
員
期
末
手
当
の
廃
止
、

ま
た
は
減
額
」
「
政
務
活
動
費

の
収
支
報
告
書
の
改
良
」

3
件
と
も
賛
成
少
数
で
不
採
択

と
な
っ
た
。
佐
倉
市
民
オ
ン
ブ
ズ

マ
ン
は
全
て
賛
成
し
た
（
そ
の
理

由
は
次
欄
参
照
）
。

-２-

トピックス

定
例
議
会
（
2
月
24
日
～
3
月
25
日
）
概
要

市
長
提
出
議
案
は
新
年
度
一
般
会
計
予
算
、
国
民
健
康
保
険
等
6
特
別
会
計

予
算
、
下
水
道
、
水
道
事
業
会
計
予
算
、
平
成
25
年
度
一
般
会
計
等
補
正
予
算
。

条
例
関
係
で
は
手
数
料
へ
の
消
費
税
増
額
が
3
件
、
「
一
般
職
職
員
給
与
一
部

改
正
」
は
55
歳
以
上
の
定
期
昇
給
停
止
と
昇
給
を
2
号
給
か
ら
1
号
給
に
抑
制

す
る
も
の
、
草
ぶ
え
の
丘
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
設
定
、
市
営
住
宅
へ
の
入
居
者
対

象
は
交
際
相
手
か
ら
の
暴
力
被
害
者
も
含
め
る
事
な
ど
が
提
出
さ
れ
た
。

陳
情
は
議
員
の
期
末
手
当
の
廃
止
ま
た
は
減
額
等
、
議
会
の
あ
り
方
に
関
す

る
も
の
3
件
。
（
す
べ
て
不
採
択
）

議
員
提
出
議
案
は

議
員
政
治
倫
理
条
例
の
一
部
改
正
、
特
定
秘
密
保
護
法
の

廃
止
を
求
め
る
意
見
書
等
5
件
の
提
出
。
（
2
件
可
決
）

◆
成
田
市
で
は
、
Ｓ
51
年
４
月
15

日
に
、
戦
没
者
慰
霊
碑
を
宗
吾
霊

堂
内
に
寄
付
で
建
立
し
、
戦
没
者

名
を
刻
ん
で
い
る
。

『
こ
の
碑
は
郷
土
の
英
霊
九
百
余

柱
を
合
祀
す
べ
く
市
民
の
総
意
を

も
っ
て
建
立
し
た
も
の
で
す
。
・
・

願
わ
く
ば
、
英
霊
は
こ
の
地
に
永

久
に
鎮
ま
り
給
い
わ
が
ふ
る
さ
と

成
田
を
守
護
さ
れ
る
と
共
に
人
類

の
理
想
と
す
る
世
界
恒
久
平
和
の

顕
現
と
邦
家
の
隆
盛
と
遺
族
の
繁

栄
を
加
護
さ
れ
ん
こ
と
を
』
と
記

し
て
い
る
。

◆
一
方
、
佐
倉
市
に
慰
霊
塔
は
あ

る
が
、
慰
霊
碑
は
無
く
、
そ
の
戦

没
者
名
を
確
認
す
る
の
は
難
し
い
。

議
会
の
一
般
質
問
で
は
、
慰
霊
塔

が
あ
る
か
ら
良
い
と
の
市
答
弁
だ

が
、
戦
没
者
名
を
銘
記
し
、
平
和

の
継
続
を
訴
え
る
こ
と
も
考
え
る

べ
き
で
し
ょ
う
。
無
論
、
民
間
犠

牲
者
に
も
配
慮
す
べ
き
で
す
。

憲
法
の
解
釈
変
更
が
言
わ
れ
て
い

る
今
、
実
際
の
戦
争
犠
牲
者
を
思

い
、
平
和
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

戦
没
者
慰
霊
碑

を
考
え
る

議
員
報
酬
及
び
活
動
事
業

（
予
算
年
額
３
億
円
）

１
議
会
開
催
時
の
交
通
費
の
支
給

現
在
、
政
務
活
動
費
（
議
員
へ

の
補
助
金
で
年
額
一
人
48
万
円
）

で
は
、
ガ
ソ
リ
ン
代
50
％
の
支
給

を
認
め
て
い
る
（
個
人
利
用
を
半

分
と
仮
定
し
50
％
の
補
助
率
）
。

議
員
は
車
通
勤
が
多
く
、
車
通

勤
の
場
合
に
は
、
結
果
的
に
交
通

費
（
電
車
代
等
）
と
ガ
ソ
リ
ン
代

の
二
重
払
い
に
な
り
や
す
い
。

２
議
員
期
末
手
当

（
年
額
５
８
５
０
万
円
）

議
員
の
期
末
手
当
（
ボ
ー
ナ
ス
）

に
は
、
20
％
の
割
増
が
つ
い
て
い

る
。
こ
の
割
増
は
法
的
に
も
根
拠

が
な
く
支
給
は
不
要
と
考
え
る
。

３
政
務
活
動
費

（
年
額
１
２
９
６
万
円
）

こ
の
政
務
活
動
費
は
、
ガ
ソ
リ

ン
代
、
新
聞
代
、
広
報
費
な
ど
に

使
わ
れ
て
い
る
。
公
私
の
区
別
が

つ
き
に
く
い
面
も
あ
り
、
交
通
費

は
二
重
払
い
と
な
り
や
す
い
。

４
議
員
へ
の
互
助
会
費
（
議
員
厚

生
事
業
と
し
補
助
金
年
額
20
万
円
）

互
助
会
費
と
称
し
て
、
議
会
へ

は
補
助
金
が
支
出
さ
れ
て
い
る
。

議
員
は
各
会
派
・
個
人
が
意
見
を

闘
わ
す
場
所
で
あ
る
。
そ
の
議
会

で
、
仲
良
く
互
助
会
費
を
受
け
取

る
こ
と
は
議
会
本
来
の
趣
旨
か
ら

外
れ
る
。
こ
れ
は
補
助
金
で
あ
り
、

市
へ
の
批
判
姿
勢
を
弱
め
る
こ
と

に
も
な
り
、
止
め
る
べ
き
だ
。

（
市
Ｈ
Ｐ
の
予
算
書
108
頁
を
参
照
）

◆
佐
倉
市
の
職
員
採
用
試
験
の
問
題
点

今
年
度
採
用
の
試
験
で
は
、
７
３
７
人
が
受

験
し
、
４
３
名
が
合
格
し
倍
率
は
１
７
倍
で
あ
っ

た
。
試
験
は
、
一
次
（
筆
記
試
験
）
、
二
次

（
集
団
面
接
）
、
三
次
（
最
終
個
人
面
接
）
が

あ
り
、
総
務
部
の
人
事
班
が
事
務
局
と
し
て
担

当
し
て
い
る
。
採
用
は
、
新
規
採
用
ば
か
り
で

な
く
空
き
ポ
ス
ト
は
都
度
公
募
す
べ
き
で
あ
る
。

情
報
公
開
資
料
か
ら
問
題
点
を
指
摘
す
る
。

①
面
接
試
験
の
各
採
点
者
の
採
点
記
録
（
面
接

評
点
票
）
が
廃
棄
さ
れ
て
お
り
、
各
受
験
者
の

採
点
合
計
が
正
し
い
と
の
証
拠
書
類
が
無
い
。

合
否
の
基
準
で
あ
る
合
計
点
数
の
正
否
の
証

明
が
出
来
な
い
の
で
、
文
書
管
理
規
定
上
も
問

題
で
あ
り
、
早
急
に
改
め
る
必
要
が
あ
る
。

②
総
務
部
か
ら
面
接
採
点
者
が
何
名
か
出
て
お

り
、
事
務
と
採
点
が
混
同
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

③
面
接
採
点
者
は
市
職
員
か
ら
の
み
出
て
お
り
、

職
員
に
と
っ
て
都
合
の
よ
い
採
点
に
な
り
や
す

い
。
市
民
側
か
ら
の
採
点
者
が
必
要
で
あ
る
。

以上合格

成田市 慰霊碑

面接評点票三次試験結果

議員 上ノ山 博夫


